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【研究概要（申請書より抜粋）】 

頭髪の脱毛や薄毛は更年期女性の 84.9%が自覚し、抑うつ傾向や引きこもりの一因とな

っている。一方、更年期以降には顔面の毛髪（特に口唇周囲）は増加する傾向にある。こ

うした現象は、閉経後に女性ホルモンが低下し男性ホルモンの抑制効果が薄れることによ

り出現すると考えられる。イソフラボンの代謝産物エクオールは、女性ホルモン作用を有

する食品であることから更年期症状の改善効果が明らかにされているが、薄毛や顔面の毛

髪増加に対する改善効果は明らかではない。本研究の目的は、エクオールが更年期女性の

頭皮や顔面の毛髪に及ぼす影響を明らかにし、薄毛や顔面の毛髪増加を抑制する方法とし

て確立することである。毛髪に関する研究は男性を対象とした研究にとどまっている中、

更年期女性を対象とし、植物由来の非ステロイド性エストロゲン食品エクオール摂取によ

る脱毛や顔面毛髪増加の抑制効果を検討する点に本研究の独創性がある。本研究で、エク

オール摂取による薄毛や顔面の毛髪増加の減少効果が明らかになれば、更年期女性の社会

活動への積極的参加を促進する効果が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【研究成果（報告書より抜粋）】 

頭髪の脱毛や薄毛は更年期女性の 84.9%が自覚し、抑うつ傾向や引きこもりの一因となっ

ている。一方、更年期以降には顔面の毛髪（特に口唇周囲）は増加する傾向にある。こう

した現象は、閉経後に女性ホルモンが低下し男性ホルモンの抑制効果が薄れることにより

出現すると考えられる。イソフラボンの代謝産物エクオールは、女性ホルモン作用を有す

る食品であることから更年期症状の改善効果が明らかにされているが、薄毛や顔面の毛髪

増加に対する改善効果は明らかではない。本研究の目的は、エクオールが更年期女性の頭

皮や顔面の毛髪に及ぼす影響を明らかにし、薄毛や顔面の毛髪増加を抑制する方法として

確立することである。毛髪に関する研究は男性を対象とした研究にとどまっている中、更

年期女性を対象とし、植物由来の非ステロイド性エストロゲン食品エクオール摂取による

脱毛や顔面毛髪増加の抑制効果を検討する点に本研究の独創性がある。 

本研究で、エクオール摂取による薄毛や顔面の毛髪増加の減少効果が明らかになれば、更

年期女性の社会活動への積極的参加を促進する効果が期待される。 

 

エクエル投与前・投与後の調査について 

         投与前調査   投与後調査  投与中  投与中断   

平成 29年度    15名      10名     0名     5名            

平成 30年度    13名      5名      5名       3名    

 

投与後調査の結果が得られた１５名のデータでは、髪のはりやコシ、ボリュームが改善

したのは５名、更年期の抑うつ傾向などが改善したのは７名、発汗・動悸などの自律神経

症状の改善は３名、関節痛や肩こり等の改善は７名であった。全例ではないものの、半数

前後に何らかの改善が認められた。引き続き、調査を続行する予定である。 

 

 


